
令和4年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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以上

Ｄ

３：
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以上

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

B

・児童アンケートの結果は、８２％であっ
た。コロナ禍で密集・密接を避けるた
め、校庭や体育館での活動に制限が
あったが、感染症の拡大状況に応じて
できることでの取組を進めてきた。
・体力の向上に向けて、体力テストの結
果、課題である俊敏性や持久力の向上
のために、朝の体力アップタイムに取り
組んだ。
・５月と１０月の「早寝・早起き・朝ごは
ん」の取組については、結果を保健だよ
りで知らせた。課題の「朝ごはん」につ
いて、家庭と連携してより望ましい生活
習慣の確立を図っていく。
・１０月に食育週間を設け、全学級で食
育の授業を行い、食への関心をもたせ
た。

1

保護者アンケートで「教
職員が子供たち一人一
人に熱意をもって教育に
当たっている」に肯定的
に回答した割合

児童アンケートで「自分
からすすんで運動をし
て、健康的な生活をして
いる」に肯定的に回答し
た割合

Ａ

0

児童アンケートで「毎日
の勉強が分かる」に肯定
的に回答した割合

1

0

9

Ｂ

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

保護者アンケートで「学
校は、教育方針や教育
活動の様子を伝える努
力をしている」に肯定的
に回答した割合

目標に対する成果指標

２：
６５％
以上

４：
９０％
以上

0

2

0

0

9

6

学校関係者記入欄

13

3

令和３年度　大田区立蒲田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　大田区立蒲田小学校は、羽田空港や多くの外国籍の方々も暮らす町として国際化の進む地域にあり、令和３年度は、通常学級１８学級、特別支援学級（固定）３学級、日本語学級（通級）２学級を併設している。開校１４２周年を迎えた伝統のある学校として、地域の方々に支えられ、保護者も学校に協力的
である。
  また、平成１５年度から、東京都教育委員会指定の人権尊重教育推進校として取り組んでおり、校内研究において各教科と人権課題、日常的な指導から人重教育を推進している。

児童アンケートで「先生
は、自分のことをよく見て
ほめたり、注意したりして
くれる」に肯定的に回答
した割合
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2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・保護者アンケートの結果は、９３％で
あった。学校だより、学年だより、学級
通信、ホームページなどで日々の学校
生活が分かるように、情報発信を行っ
た。
・地域教育連絡協議会を年4回実施し、
授業参観、学校の取組、成果を報告し、
意見を伺った。
・学校支援地域本部と連携し、教育活
動を充実させてきたが、コロナ禍の影響
で中止せざるを得ない時期もあった。感
染状況の落ち着きを見て、「家庭科授業
補助」「読み聞かせボランティア」等、地
域の協力を得て、教育支援活動を復活
させてきている。

・地域としてもコロナ禍のために何一つ行事ができなくて、子供た
ちにもさみしい思いをさせていることに心苦しく感じています。子供
たちとの交流を、コロナ終息後には地域ぐるみで見守り、行事を行
いたいと思います。
・やはり、学校、家庭、地域が一体となってお互いの関わりを通し
て子供を育てていくことが大切です。地域としてできる限り協力は
行いたいと思います。
・地域教育連絡協議会の話を大森方面の人と話すことがあり、蒲
小の方針のすばらしい、他を思いやる教育支援活動に参加できる
ことに感謝しています。
・毎月の学校だより、また地域教育連絡協議会を通じて、校長先
生をはじめとして学校が熱心に取り組んでいる様子が理解できま
す。
・地域として参加できることはこれからも行い、地域の子供たちを
多くの目で見つめ育んでいきたいと、強く感じております。
・例年なら活発に行われていた地域との関係も、コロナの影響で
行うことができませんでした。コロナが収束したら評価は上がるも
のと思います。
・コロナ禍にあって子供たちに接することが非常に少なくなってしま
い、評価することができるのか難しいところです。ただ、先生方の
ご努力に対して感謝申し上げ、その思いとして評価をさせていた
だきました。今後、どのように世の中が変化していくか分かりませ
んが、先生方が子供たちにとって一番のよき環境であっていただ
きたいと願います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

３：
８５％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

2

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ
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１：
８０％
未満

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

3

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・先生方のご努力によって、計画を立てて分かりやすい授業に取
り組んでいる姿に、感心と同時に感謝しております。
・児童一人一人の習熟度別に対応した補習教室を行うなど、基本
的学習の充実を図った先生方の指導で、向上心、達成感を実感
することで、さらなるステップにつながっているようです。
・理数はリモートでは難しいと積立て、分析する授業ラインではと
思う。その子の分からないことを見出すことが重要。
・子供たちはコロナの影響で各種の制約を余儀なくされたようです
が、その中で元気に学校生活を過ごしていると感じられます。
・コロナの影響で、家庭において学習する姿勢に差が出ないかが
心配です。学校が補習せねばならないので、大変だと思われま
す。
・学校から帰ってくると学童では、学習時間を設けています。低学
年の子は進んで宿題をし、学習に取り組む習慣が身に付いている
ことを感じています。授業参観では、少人数指導の様子も見せて
もらいました。その子に合わせた学力の定着に努力している様子
も見せてもらいました。
・成果評価が２(８０％以上)で取組を改善策からすると、３の８５％
以上に向上する術が足りなく感じます。基礎力を付ける時間を大
切にこつこつと進める検討をお願いします。

・児童アンケートの結果は８４％であっ
た。毎時間ごと、児童が授業でつまずき
そうなことを事前に予想し、そのための
手立てを計画しておくことで、児童にとっ
て分かりやすい授業が行えている。
・基礎的・基本的な内容の確実な習得
を目指し、全学年で週２回、朝の時間に
国語と算数の「ステップ学習」を行って
いる。また、算数では、3年生以上の学
年の授業で習熟度別少人数指導や週2
回の放課後算数補習教室、年20回の
土曜算数補習教室を行っている。
・学力調査の結果より「授業改善推進プ
ラン」を作成し、2学期の授業より反映さ
せている。
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4

１：
８０％
未満

・1人1人の子供にあわせて支援・指導してくださっている姿に感謝
しております。先生方が見ている姿を、子供たちは心の安らぎを
感じていると思われる。これからも温かい心で子供に寄り添って指
導してくださればと思います。
・今各地で聞かれているいじめ問題に対して、防止、早期発見に
努め、各関係機関と連携し解決に向けての努力が感じられます。
・子供に目を向ける。コロナの中、子供たちも生活しにくくなってい
ると思う。
・規模の縮小はあったものの、運動会や校外学習等、先生方の
様々な工夫により実施できたことは、子供たちの豊かな心の醸成
につながったと思います。
・コロナ禍で、異学年交流の場も限られてしまったのかもしれな
い。それでも、1年生を遠足等で高学年の子がお世話をしてくれて
いて、低学年の子がその様子を話してくれ、信頼している様子も
伝わってきます。交流の場では子供同士でも「ほめる」「はげます」
等が自然に行われていて、そこに道徳等の授業で学ぶことにより
内容が入りやすくなっているように思います。

食育は子供たちにとって大変大事なこと。早寝・早起き・朝ごはん
は、過程で責任持つべき、親が責任をもって行うことが大事。先生
方は、ことあるごとに家庭に発信するべき。
・基本となる正しい生活習慣の確立に向けて、家庭と連携し成果
が上がったように感じます。
・学校に通う習慣もコロナ禍で生活が変化すると子供の成長にお
よぼすと思う。「早寝・早起き・朝ごはん」これが変わるのではと不
安です。
・事前の練習時間等が制約を受けざるを得なかった中で、運動会
の各学年の演技はすばらしかったです。印象的でした。
・感染症が増加する中、学校は適切な指導を行っていると思いま
す。
・児童館を利用する子は、運動をメインに来館する子が多くいま
す。真冬でも汗をかいて体を動かしている様子を見ていると、体力
の向上に貢献しているように感じています。
・コロナ禍生活は急に発生したことではないので、学習同様に、休
み時間、体育の時間等を効果的に運用・運営してください。

・保護者の９４％の結果は素晴らしいです。先生方の努力の賜物
と心よりお礼申し上げたいです。特に支援教育に力を入れてくだ
さっている感じを受け、感謝です。
・個々の指導に力を入れ、オンラインによる授業配信等、感染症
防止にも配慮しながらの取組により教育の向上に努めてくださっ
ている先生方の努力が理解できた。
・オンライン授業、配信、推進、ご苦労様です。
・先生方が熱心に子供たちを指導されていることが、外部からも感
じられます。
・子供たちの成長には波がありぐんぐん育つときもあれば、そんな
子でも疲れを漏らすこともあります。コロナの影響で登校できない
期間もあり、人間関係に疲れを感じていた子にはICTの授業が新
たな授業の形を示すことができたのではないでしょうか。

4

2

3

4

4

4

4

4

・児童アンケートの結果は、９０％であっ
た。児童の様子を見取り、「ほめる」「叱
る」「励ます」等、一人一人の発達や実
態に合わせて児童理解をもとにした支
援・指導をしていることが、児童の安心
につながっている。
・道徳教育推進教師を講師とし、道徳指
導についての研修を行った。
・年２回の「こどもの心サポート月間」に
学校生活調査やスクールカウンセラー
等による面接を行い、児童の心に寄り
添う指導を行っている。
・いじめ防止対策委員会を開き、いじめ
防止、早期発見に努めている。
・問題行動、不登校児童等に関する
ケース会議を設け、スクールカウンセ
ラー、子供家庭支援センター、スクール
ソーシャルワーカー、児童相談所、医療
機関等と連携して対応している。解決ま
では至っていないケースは、引き続き対
応していく。

4

4

4

・保護者アンケートの結果は、９４％で
あった。
・授業公開日のアンケートで寄せられた
課題を全教員で共有し、改善策を立て
て教育活動に当たった。
・協働して問題解決に取り組む力の育
成に校内研究で取り組み、教員の授業
力向上に努めた。
・ＩＣＴ機器を授業に積極的に取り入れ、
一人一人に分かりやすい授業づくりを
行った。感染症防止のために登校を控
えている児童の学びを保証するため、
オンラインによる授業配信を行った。
・特別支援教育の推進については、校
内委員会を毎月実施した。障害特性に
応じた指導について検討し、毎日の担
任の指導に生かすとともに、教員全体
で指導ができるように児童理解に努め
た。

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

児童アンケートで「学校
やクラスのために良いと
思うことは、協力して行っ
ている」に肯定的に回答
した割合

４：
８５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

・コロナ禍の中、先生方の指導等大変だったと思いますが、子供
たちが協力してできる姿に安心できました。タブレット効果もあり、
これからも指導に力を入れていただきたい。
・国際化が進む地域において、子供たちに人権尊重に配慮しなが
ら柔軟に対応できる指導を行い、協調性が育成され結果に結びつ
いたことは、素晴らしいと思います。
・今年の展覧会、子供の生き生きとした作品に、子供の成長を感
じます。下校時、地域の野良猫に楽しそうに触れている子供の姿
に、癒されていると感じます。逆に、公園で自分勝手にえさをや
り、それで満足している人に伝えたい。人間のエゴではいけない
と。
・コロナ禍で、これまで経験がなかった様々な事例に対して、適切
な対応が行われてきたと評価できます。
・家庭科の授業に参加させていただいて、子供たちの教えてもらう
立場の素直さがとても印象的で、ものづくりに取り組む姿勢がとて
も良いと感じました。
・大田区は多くの外国籍の方が暮らす町であり、国際化の進み方
はほかの地域をリードしています。日本語を全く話せない外国か
ら来た1年生が、数か月で簡単な日常会話を理解するようになる
様子を見ました。日本の子だと、遠慮があって知らない子の中に
積極的に入っていける子は限られているように思います。日本語
が話せなくても、積極的に集団の中に入っていく姿勢は見習うべ
きものがあります。国際化が進んでいる大田区、子供を多く受け
入れることで、積極的な子供を育てるモデルケースになれる可能
性を感じています。
・ICT機器操作にとらわれ過ぎて本学である教科書の学びから離
れてしまっている点はありませんか。ICTはあくまでも主ではなく副
である位置づけでお願いします。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4
３：
７５％
以上

Ｂ 5

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

4
１：
６５％
未満

Ｄ 0

3

・児童アンケートの結果は８２％であっ
た。東京都人権尊重教育推進校とし
て、日常的な指導から、自他の違いや
よさを受け入れ、協力して生活できる子
供の育成に取り組んでいることが、「学
校やクラスのために良いと思うことは、
協力して行う」結果に結びついた。
・外国語の指導では、外国語教育指導
員と児童が直接会話する場面を多く設
定し、英語でのコミュニケーション能力
が高まっている。
・「ものづくり」について、図画工作科、
音楽科、家庭科、生活科、総合的な学
習の時間等で体験的な学習に取り組
み、創意工夫する児童の姿が見られ
た。
・ICTサポーターと連携し、タブレットを効
果的に活用した学習を推進している。
情報モラルの指導を引き続き行ってい
く。

Ａ 10


